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茂木信太郎先生のご退職に寄せて
To Commemorate Professor MOGI, Shintaro Retirement
木崎 英司＊
KIZAKI, Eiji
茂木信太郎先生は，平成31年3月31日をもって，
亜細亜大学経営学部ホスピタリティ・マネジメン
ト学科をご退職されます。奇しくも平成最後の年
に大学教授を卒業されるのはいかにも茂木先生ら
しいと思います。平成21年4月に茂木先生が本学
のホスピタリティ・マネジメント学科に着任され，
平成25年4月から学科長として本学科を支えてく
ださって以来，今年で6年になりますが，茂木先
生の例外なく最後までキッチリと仕事を仕上げる
姿勢は常に変わることがなく，後進の私たちにと
って最も見習うべき姿であると思います。
また，茂木先生について万人が同じ思いを抱く
のは，その良き人柄だと思います。本学の学生が
その教員を信頼し師事する場合には，これまでに
何編の論文や著書を執筆したかというだけではな
く，その教員の人柄に接して，この先生のもとで
学びたいと考えるからに他ならないと思います。
茂木先生は，この意味からも一流の研究者である
ばかりか一流の教員であり，その人柄が多くの先
輩・同僚・後輩・学生達から慕われてきました。
また，同時に学会活動においても茂木先生は，
「日本フードシステム学会」「日本フードサービス
学会」等の主要学会で理事や大会実行委員長を務
めたご経験からも一流の研究者であることが示さ
れます。平成18年9月に刊行された「吉野家」
（生活情報センター）はアメリカ産牛肉の輸入停
止から約3年を経て再開までの吉野家の経営戦略
を分析し，経営危機下の企業経営の在り方を考察
したもので，フードビジネスに明るくない私にと
っても，思わず本屋の店頭で手に取った一冊であ
ることを思い出します。
私のような若輩者には，この様な方が亜細亜大
学経営学部ホスピタリティ・マネジメント学科設
置当初から在籍され，現在の学科にまで発展させ
た功績のみが見て取れますが，現在に至るまでに
は多くの困難を乗り越えてこられたことと拝察い
たします。学科を主宰し，また，教務主任として
学科運営のみならず学部運営にも貢献され，学科
はもとより学部の発展にも大きく貢献されたこと
に感謝するとともに，私たち後輩も気を引き締め
て茂木先生の意志を受け継いでいく責任を感じて
います。
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＊本学経営学部教授
先日の立ち話で，ご退職後のご予定について尋
ねたところ，「しばらくは，ゆっくりして……」
という返答を予想していましたが，茂木先生のお
答えは，「まとまった時間ができるので，フード
ビジネスの歴史について本としてまとめたい。」
という想定外のお答えが返ってきました。それは，
私自身の志の低さを再認識させられた瞬間でもあ
りました。こんなに素晴らしい先生が，もうご定
年ご退職というのは誠に残念ですが，引き続き研
究者として活動を継続されることに刺激を受けて
います。茂木信太郎先生の今後の益々のご活躍を
心よりお祈り申し上げます。本当にありがとうご
ざいました。
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